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＜連絡事項＞

・1月10日までに書初めの投票を行なうこと。

・1月14日までに転倒転落評価を実施すること。

＜外来　新患情報＞

・1/4　藤沢　和登様（25）　頭部外傷（高次脳機能障害）、適応障害

　　平成22年11月頃より東京都内に就職（寮生活）していた。12月末頃上司・工場長に注意を受けた事がショックで悩み、不安感・抑うつ感・中途覚醒・動悸・嘔気･物忘れなど出現。都内の心療内科に受診、休職勧められ帰省していた。身体症状は改善みられたものの抑うつ感持続しているため、当院受診希望され初診となる。心理検査（CMI：領域Ⅱ，Y-G性格検査：D´安定積極型純型）試行。今後の予定は未定と話されている。睡眠剤・抗不安薬・整腸剤処方となる。

○心理

　　　　　・CMI：領域Ⅱ（準正常）

・Y-G性格検査：D´安定積極型純型

現在、一時的にアグレッションがおちている状態。

右半身に麻痺あり、通常20～30分で検査が終了するところ、40分かかっている。

○外来

　　　　　今回初の受診である為、今後経過観察を行なっていく。

○PSW

　　　　　都内の心療内科より2週間の休職勧められ帰省中での当院受診。本人様が今後東京に帰るか、八戸に帰ってくるかを決定し次第で、今後どのように関わっていくかを検討していく。

　　　　　東京での仕事は単純作業であったが、前日に教わった事を覚えていない、同じ事を繰り返し何度も確認するといった状態であった。八戸に帰ってくるのであれば、能力の程度や利用できる社会資源について、評価・調査を行なっていく必要がある。

＜外来患者様　対応検討＞

・種本　サハ様

〔最近の状態〕

○通所

1月3日の夕食後と就床前薬に2日分服用してしまうことあり、1月4日、日直医へ服薬の指示

を受けている。就床前薬のみ服用するよう指示があり本人へ説明。翌日来所した際に、「ちゃん

と飲むことが出来ました」と本人から報告受けている。

　現在は、処方された薬に日付けを付けて、服薬ボードにセット。ボードから服用したあとに、服薬チェックノートに記載する方法を取る事としている。
○外来

1月3日の夕食後薬及び就寝前薬の誤薬あり。通所スタッフと外来受診。Drより、早急策とし

て飲み方の変更と訪問看護導入提案あり。本人も了承し、PSWから訪問看護の説明うけ、申し

込みする。また、診察後心理検査（HDS－R、MMS）施行している。今後、生活場所につい

ても検討するようにDrからＰＳＷに伝えている。服薬方法の変更あり、朝・夕・就寝前から、

昼・夕・就寝前となっている。

○心理

HDS－R、MMSともに、非認知レベル。

マイナスとなった項目としては、文章を書いて下さいという質問に対して、「俳句じゃ駄目です

か？」という質問あり。文章を書いて欲しいという事を伝えたが、俳句を書いてしまった点の

み。検査では、日にちは年月日ともに間違いなく答える事が出来ている。

〔今後の対応〕

○通所

　　　現在実施している方法で継続して服薬していただくように支援を行なう。本人様が正しく服薬

を行なえているかどうかあわせて確認を行なっていく。

今後、訪問看護が入っていくにあたり、服薬方法について互いに情報交換を図る。

　　○訪問看護

　　　外来担当医より、服薬自己管理・保清・食事・体重について確認を行なっていくように指示あり。

○PSW

　今後の住居について検討を行なっていく。

・東山　昇様

〔最近の状態〕

○外来

1月4日の受診時「個人情報が漏れている。外来で話した事を青明舎スタッフが他の人に話し

ている。きちんと確認したわけではないが、周囲の雰囲気が違う。又、青明舎にある人の事

を相談したら、そのあとからその人の雰囲気が違っている。このままここに居るのは辛い

から、病院を変えたい。訪問看護も、デイケアも辞めます。」と険しい表情あり。Drより、「辞

める事を伝えるのは来週受診後でも良いのでは･･･」と提案あるが、「今日電話します」と

返答あり。今後の受診先については決まっていないとの事で、紹介先も記入しないでよいと

希望している。紹介状は次回受診時に渡すこととしている。

○デイケア
　　　1月4日、本人様より電話連絡あり。「今日でデイケアをやめます」と話される。翌1月5日、ロッカー内の荷物を持ち帰られている。

〔今後の対応〕

○外来：この件について青明舎スタッフに情報提供し、経緯について確認する。その内容を踏まえて、1月11日に紹介状を取りに来られた際に、必要な対応を行なう事が出来るようにする。

○デイケア：以前にも突然デイケアを退所すると話されたことがあったが、すぐに再利用の申し出となった。転院が決定するまでの間、対処の扱いとはせず経過観察を行なう。

＜外来通院患者様　情報＞

・久保　興介様～嘔気は気にならないと話している。主治医より、他に何か話したいことはないかと尋ねられ、考え込んだ末、ないですと話されている。
・駒木　洋士様～退院後、単身生活について、姉様より料理を教えてもらっているが、まだ作るのにとまどっているとの事。料理の中身は、ほうれんそう・コロッケ・豆腐等作っていることについて主治医より評価されている。

・田名部　一樹様～眠剤を飲み忘れた事があり、3時間しか眠れなかったし疲れがとれなかったと話す。自分に眠剤はやっぱり必要であると振り返りを行っている。主治医からも生活に支障があるのなら服用すべきであると説明ある。
＜勉強会＞

◎外来でのノロウィルスへの対応について

○外来患者様への対応

・発熱、嘔吐、下痢の有無について確認する

・ご家族に、発熱、嘔吐、下痢症状のある方がいないか確認する

・注意喚起のためのポスター掲示

・医事スタッフにも対応について周知させる

　・外来窓口にマスクの準備

⇒外に出しておくのではなく、必要な方にお渡しする事ができるようにする

⇒次回からはご持参いただけるように声かけする

○感染が疑われる方への対応

　・石鹸と流水での十分な手洗い

　・マスク着用

・外来の入り口から入って左側の上がり口より入っていただき、外来待合室隣室に案内する

○糞便・嘔吐物の処理に使用する際に使用するものとして、外来処置室に以下のものを設置する

・ディスポマスク

・ディスポ手袋

・ガウン

・ビニール袋

・新聞紙（ペーパータオル）

　　○糞便・嘔吐物の処理方法

1 窓をあけ換気

2 ディスポマスクと手袋（2枚重ね）・ガウンを着用

3 消毒液（0.1％）を浸した新聞紙（ペーパータオル）で吐物を覆い、外から中に向かって静かに拭き取る。（消毒液は作ってから24時間異常を経過するものは無効）

4 汚染された床は、消毒液（0.1％）を染み込ませた新聞紙（ペーパータオル）で数回拭き、最後に水拭きする

5 使用した新聞紙（ペーパータオル）・2枚重ねたうちの表側の手袋をビニール袋に入れ、廃棄物が十分に浸る量の消毒液（0.1％）を加えて密封し、一般ゴミとして廃棄する。

6 2枚目の手袋を一般ゴミとして廃棄する

7 手洗い







